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－２－ 

二

〇

二

一

年

度

の

目

標

に

対

し

ハ

ー

ド

ル

が

高

く

な

っ

て

き

て

い

る

。

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

転

換

を

含

め

た

事

業

の

さ

ら

な

る

高

付

加

価

値

化

を

目

指

し

て

い

く

』

と

語

っ

た

。

続

い

て

成

長

戦

略

の

進

捗

を

説

明

し

た

。

長

期

投

資

に

つ

い

て

は

、

昨

年

度

は

米

・

製

薬

会

社

ベ

ロ

キ

シ

ス

社

を

買

収

す

る

な

ど

四

千

億

円

以

上

の

意

思

決

定

を

行

っ

た

。

た

だ

、

今

後

に

つ

い

て

は

、
『

ア

フ

タ

ー

コ

ロ

ナ

の

需

要

変

化

を

見

な

が

ら

、

投

資

計

画

を

見

直

し

て

い

る

』

と

し

、

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

貢

献

や

生

産

性

向

上

に

つ

な

が

る

投

資

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

実

現

や

事

業

成

長

が

高

く

見

込

め

る

分

野

に

厳

選

し

て

検

討

し

て

い

く

考

え

だ

。

続

い

て

、

五

つ

の

価

値

提

供

注

力

分

野

（

モ

ビ

リ

テ

ィ

、

ヘ

ル

ス

ケ

ア

、

ホ

ー

ム

＆

リ

ビ

ン

グ

、

ラ

イ

フ

マ

テ

リ

ア

ル

、

環

境

＆

エ

ネ

ル

ギ

ー

）

の

経

営

環

境

の

見

通

し

を

説

明

。

短

中

期

で

は

、

コ

ロ

ナ

影

響

に

よ

り

モ

ビ

リ

テ

ィ

や

衣

料

向

け

繊

維

は

需

要

減

退

に

な

る

も

の

の

、

ヘ

ル

ス

ケ

ア

や

ラ

イ

フ

マ

テ

リ

ア

ル

（

電

子

材

料

、

消

費

財

、

ヘ

ル

ス

ケ

ア

材

料

）

は

、

相

対

的

に

需

要

は

堅

調

で

あ

り

、

さ

ら

に

は

成

長

の

機

会

が

生

じ

て

く

る

と

の

期

待

を

示

し

た

。

ま

た

、

中

長

期

の

市

場

の

構

造

変

化

と

し

て

、

ク

リ

テ

ィ

カ

ル

領

域

や

衛

生

材

料

な

ど

の

分

野

で

新

し

い

価

値

提

供

の

機

会

や

、

ニ

ュ

ー

ノ

ー

マ

ル

（

新

常

態

）

に

よ

る

新

し

い

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

ス

タ

イ

ル

の

ニ

ー

ズ

が

生

ま

れ

て

く

る

と

指

摘

し

た

。

こ

う

し

た

中

、

戦

略

と

し

て

、

ヘ

ル

ス

ケ

ア

領

域

は

資

源

投

入

で

成

長

を

加

速

し

、

ク

リ

テ

ィ

カ

ル

領

域

の

さ

ら

な

る

深

耕

、

北

米

展

開

の

推

進

で

第

三

の

柱

を

目

指

す

。

電

子

材

料

な

ど

ラ

イ

フ

マ

テ

リ

ア

ル

は

、

新

し

い

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

へ

の

転

換

な

ど

に

よ

る

新

た

な

ニ

ー

ズ

へ

革

新

素

材

／

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

を

提

供

す

る

。

ホ

ー

ム

＆

リ

ビ

ン

グ

と

環

境

＆

エ

ネ

ル

ギ

ー

で

は

生

産

性

向

上

な

ど

で

影

響

の

低

減

を

図

り

な

が

ら

中

計

で

掲

げ

た

成

長

戦

略

を

保

持

・

推

進

す

る

。

モ

ビ

リ

テ

ィ

や

繊

維

関

連

は

、

短

中

期

で

は

厳

し

い

環

境

が

予

想

さ

れ

る

が

、

構

造

変

化

を

チ

ャ

ン

ス

と

捉

え

、

高

付

加

価

値

化

へ

の

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

転

換

加

速

や

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

強

化

な

ど

の

施

策

に

よ

り

、

中

期

的

な

利

益

成

長

に

つ

な

げ

る

考

え

だ

。

一

方

、

経

営

の

根

幹

と

な

る

多

様

な

〝

Ｃ

〟

に

よ

る

持

続

的

成

長

へ

の

経

営

基

盤

強

化

は

継

続

推

進

す

る

。

中

で

も

ニ

ュ

ー

ノ

ー

マ

ル

で

の

従

業

員

の

た

め

の

環

境

づ

く

り

（

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

）
、

事

業

高

度

化

（

チ

ャ

レ

ン

ジ

）

に

重

点

的

に

取

り

組

み

、

生

産

性

向

上

に

よ

る

企

業

価

値

向

上

を

引

き

続

き

目

指

し

て

い

く

。

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

で

は

、

『

重

要

な

こ

と

は

、

義

務

感

で

は

な

く

チ

ー

ム

で

一

緒

に

働

き

た

い

と

い

う

こ

と

を

従

業

員

が

感

じ

る

こ

と

だ

』

と

し

、

多

様

な

働

き

方

を

実

現

す

る

従

業

員

の

環

境

づ

く

り

を

強

化

し

て

い

く

。

チ

ャ

レ

ン

ジ

に

向

け

た

Ｄ

Ｘ

の

推

進

で

は

、

生

産

性

向

上

に

加

え

事

業

戦

略

検

討

や

新

事

業

創

出

に

つ

い

て

も

活

用

し

、

事

業

高

度

化

に

つ

な

げ

て

い

く

意

向

だ

。

最

後

に

小

堀

社

長

は

『

コ

ロ

ナ

禍

を

社

会

全

体

の

革

新

の

機

会

捉

え

、

先

手

を

取

っ

て

行

動

す

る

』

と

し

、

『
「

守

り

続

け

る

こ

と

」

と

「

大

き

く

変

え

て

い

く

べ

き

こ

と

」

を

見

直

す

機

会

と

し

て

、

社

会

に

価

値

を

提

供

し

続

け

る

た

め

の

事

業

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

転

換

を

推

進

す

る

』

と

の

意

欲

を

示

し

た

。 

  
 

 

☆

ア

ジ

ア

石

化

市

況

、

エ

チ

レ

ン

は

中

国

回

復

と

定

修

で

市

況

上

昇 

 

ア

ジ

ア

地

域

の

五

月

第

一

週

の

石

化

市

況

で

は

、

エ

チ

レ

ン

は

、

下

値

六

五

ド

ル

高

、

上

値

八

十

ド

ル

高

の

四

百

五

十

～

四

百

九

十

ド

ル

で

の

取

引

と

な

っ

た

。

下

値

、

上

値

と

も

四

百

ド

ル

台

と

な

っ

た

の

は

四

月

第

二

週

以

来

四

週

ぶ

り

。

誘

導

品

需

要

が

中

国

の

経

済

活

動

再

開

に

よ

り

回

復

基

調

を

強

め

る

中

、
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－３－ 

ア

ジ

ア

地

域

の

ク

ラ

ッ

カ

ー

定

修

を

見

据

え

需

要

家

の

引

き

合

い

が

強

ま

っ

た

。

ス

プ

レ

ッ

ド

も

、

ナ

フ

サ

価

格

が

三

十

九

ド

ル

上

昇

し

た

も

の

の

、

二

十

六

ド

ル

拡

大

の

二

百

十

五

ド

ル

と

二

百

ド

ル

台

に

改

善

し

た

。

プ

ロ

ピ

レ

ン

は

、

下

値

四

十

ド

ル

高

、

上

値

十

ド

ル

高

の

七

百

～

七

百

二

十

ド

ル

と

一

段

高

と

な

っ

た

。

マ

ス

ク

な

ど

衛

生

材

向

け

に

ポ

リ

プ

ロ

ピ

レ

ン

（

Ｐ

Ｐ

）

の

需

要

の

盛

り

上

が

り

が

続

い

て

い

る

。

ブ

タ

ジ

エ

ン

は

下

値

が

三

十

ド

ル

高

、

上

値

が

三

十

ド

ル

安

の

三

百

十

～

四

百

ド

ル

で

の

取

引

と

な

っ

た

。

中

国

の

自

動

車

生

産

台

数

が

戻

っ

て

き

て

い

る

も

の

の

、

イ

ン

ド

や

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

地

域

の

自

動

車

生

産

は

低

迷

し

て

お

り

、

大

き

な

動

き

が

見

ら

れ

な

か

っ

た

。

一

方

、

芳

香

族

は

、

原

油

価

格

が

上

昇

基

調

と

な

っ

た

こ

と

か

ら

三

製

品

と

も

価

格

が

上

昇

し

た

。

ベ

ン

ゼ

ン

は

四

十

二

ド

ル

高

の

三

百

六

十

五

ド

ル

と

三

週

ぶ

り

の

反

転

、

ス

プ

レ

ッ

ド

は

三

ド

ル

拡

大

し

た

。

た

だ

、

ス

チ

レ

ン

モ

ノ

マ

ー

（

Ｓ

Ｍ

）

も

、

川

下

製

品

の

需

要

が

強

く

五

百

八

十

四

ド

ル

と

二

週

連

続

で

上

昇

。

た

だ

ス

プ

レ

ッ

ド

は

、

二

百

十

九

ド

ル

に

縮

小

し

た

。

ト

ル

エ

ン

は

三

十

四

ド

ル

高

の

三

百

二

十

九

ド

ル

と

大

幅

上

昇

。

キ

シ

レ

ン

は

十

ド

ル

高

の

三

百

八

十

六

ド

ル

と

な

っ

た

。

需

給

バ

ラ

ン

ス

の

改

善

に

至

っ

て

い

な

い

も

の

の

、

中

国

市

場

の

回

復

期

待

が

価

格

を

押

し

上

げ

る

要

因

と

な

っ

た

。 

  
 

 

☆

Ｗ

Ｔ

Ｉ

原

油

三

十

三

・

二

五

ド

ル

、

国

産

ナ

フ

サ

二

万

四

千

九

百

円 

 

ア

メ

リ

カ

・

Ｗ

Ｔ

Ｉ

原

油

価

格

は

二

十

二

日

、

バ

レ

ル

三

十

三

・

二

五

ド

ル

で

取

引

さ

れ

た

。

ブ

レ

ン

ト

三

十

五

・

一

三

ド

ル

、

ド

バ

イ

三

十

二

・

五

六

ド

ル

。

Ｃ

＆

Ｆ

ジ

ャ

パ

ン

・

ス

ポ

ッ

ト

ナ

フ

サ

は

ト

ン

二

百

八

十

九

・

八

七

五

ド

ル

。

プ

レ

ミ

ア

ム

「

十

五

ド

ル

」
、

為

替

レ

ー

ト

「

百

八

円

／

ド

ル

」

で

試

算

し

た

国

産

ナ

フ

サ

価

格

は

㎘

二

万

四

千

九

百

円

。 

  
 

 

☆

日

本

化

学

会

、

小

林

新

会

長

『

化

学

の

力

で

世

界

的

課

題

を

解

決

』 

 

日

本

化

学

会

は

二

十

五

日

、

定

時

総

会

に

お

い

て

、

川

合

眞

紀

会

長

（

分

子

科

学

研

究

所

所

長

）

の

退

任

に

伴

い

、

三

菱

ケ

ミ

カ

ル

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

の

小

林

喜

光

会

長

を

新

会

長

に

選

任

し

た

。

同

日

、

開

催

さ

れ

た

オ

ン

ラ

イ

ン

に

よ

る

会

長

就

任

会

見

の

中

で

小

林

新

会

長

は

『

任

期

の

二

年

間

、

日

本

化

学

会

の

一

層

の

発

展

に

尽

力

し

て

い

く

』

と

述

べ

た

。

化

学

が

果

た

す

べ

き

役

割

つ

い

て

は

、
『

社

会

で

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

化

や

デ

ジ

タ

ル

化

、

ソ

ー

シ

ャ

ル

化

の

中

で

、

既

成

概

念

が

覆

さ

れ

る

よ

う

な

急

激

な

変

化

が

起

き

て

い

る

。

そ

れ

に

加

え

、

昨

今

の

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

拡

大

に

翻

弄

さ

れ

て

い

る

。

感

染

症

対

策

に

は

デ

ジ

タ

ル

化

が

必

要

だ

が

、

日

本

で

は

対

応

の

遅

れ

が

白

日

の

下

に

晒

さ

れ

た

。

ア

フ

タ

ー

コ

ロ

ナ

社

会

で

も

デ

ジ

タ

ル

ベ

ー

ス

の

ス

マ

ー

ト

化

を

進

め

て

い

く

必

要

が

あ

る

』

と

訴

え

た

。

一

方

、
『

目

の

前

に

は

、

長

期

的

な

WTI BRENT DUBAI

5月18日 月 31.82 34.81 32.96

5月19日 火 32.50 34.65 33.15

5月20日 水 33.49 35.75 32.94

5月21日 木 33.92 36.06 34.05

5月22日 金 33.25 35.13 32.56

284.875

288.125

MOPJ

原油・ナフサ価格の推移

289.875

290.375

原油［$/bbl］ナフサ［$/MT］

304.875
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－４－ 

問

題

で

あ

る

気

候

変

動

、

海

洋

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ご

み

問

題

、

食

糧

・

水

問

題

、

感

染

症

な

ど

世

界

的

規

模

で

解

決

す

べ

き

課

題

が

山

積

し

て

お

り

、

世

界

規

模

の

課

題

へ

の

解

決

を

提

供

す

る

こ

と

が

化

学

に

期

待

さ

れ

て

い

る

。

日

本

の

化

学

産

業

は

、

自

ら

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

プ

ロ

バ

イ

ダ

ー

の

役

割

を

果

た

し

て

き

た

。

化

学

の

力

を

も

っ

て

す

れ

ば

、

必

ず

解

決

策

を

見

出

だ

す

こ

と

が

で

き

る

と

確

信

し

て

い

る

』

と

強

調

し

た

。

日

本

化

学

会

の

活

動

と

し

て

、

①

最

先

端

の

研

究

活

動

を

継

続

的

に

推

進

し

、

新

た

な

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

種

と

な

る

科

学

的

発

見

、

技

術

開

発

の

加

速

、

②

研

究

成

果

を

実

装

す

る

た

め

に

学

問

間

、

産

学

官

、

国

内

外

の

異

業

種

と

の

連

携

・

融

合

な

ど

オ

ー

プ

ン

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

重

要

で

あ

る

と

認

識

し

て

研

究

活

動

を

推

進

、

③

次

世

代

を

先

導

し

て

い

く

化

学

系

人

材

を

育

成

す

る

と

と

も

に

、

日

本

の

研

究

環

境

を

よ

り

魅

力

的

な

も

の

に

発

展

さ

せ

て

い

く

、

こ

と

を

挙

げ

た

。

小

林

新

会

長

は

『

こ

れ

ら

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

化

学

の

英

知

を

結

集

す

る

こ

と

が

必

要

だ

。

化

学

系

の

団

体

の

交

流

も

さ

ら

に

深

化

さ

せ

る

』

と

の

意

気

込

み

を

示

し

た

。 

  
 

 

☆

昭

和

電

工

、

大

分

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

が

日

化

協

安

全

最

優

秀

賞

を

受

賞 

 

昭

和

電

工

は

こ

の

ほ

ど

、

大

分

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

が

日

本

化

学

工

業

協

会

に

よ

る

安

全

表

彰

に

お

い

て

安

全

最

優

秀

賞

に

選

定

さ

れ

た

、

と

発

表

し

た

。

同

賞

は

、

化

学

業

界

の

自

主

的

な

保

安

・

安

全

衛

生

推

進

の

一

環

と

し

て

、

優

れ

た

安

全

活

動

を

実

施

し

模

範

と

な

る

事

業

所

を

表

彰

す

る

制

度

。

同

社

は

昨

年

の

小

山

事

業

所

に

続

く

二

年

連

続

の

受

賞

と

な

り

、

大

分

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

は

二

〇

一

〇

年

以

来

二

回

目

の

同

賞

受

賞

と

な

っ

た

。

大

分

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

は

、
「

無

事

故

・

無

災

害

を

目

指

し

、

安

全

を

す

べ

て

に

優

先

す

る

」

を

方

針

の

ト

ッ

プ

に

掲

げ

る

。

従

業

員

一

人

ひ

と

り

が

責

任

あ

る

行

動

を

実

現

す

る

、

す

な

わ

ち

「

凡

事

徹

底

」

を

実

践

す

る

人

材

を

目

指

す

と

と

も

に

、

同

社

従

業

員

数

を

上

回

る

協

力

会

社

関

係

者

と

も

協

働

し

、

一

体

と

な

っ

て

Ｏ

Ｐ

Ｓ

（

Ｔ

Ｐ

Ｍ

）

活

動

を

は

じ

め

と

す

る

安

全

活

動

や

設

備

保

全

活

動

、

教

育

訓

練

、

健

康

管

理

活

動

を

推

進

。

こ

の

結

果

、

同

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

は

無

災

害

記

録

六

百

二

十

五

万

時

間

、

無

災

害

年

数

六

年

を

継

続

、

協

力

企

業

に

つ

い

て

は

十

年

以

上

休

業

災

害

ゼ

ロ

を

継

続

中

。

こ

の

一

人

ひ

と

り

の

責

任

感

の

強

さ

に

基

づ

く

活

動

が

、

休

業

災

害

ゼ

ロ

実

現

の

強

力

な

推

進

力

と

な

り

、

コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

構

成

会

社

・

協

力

会

社

が

一

枚

岩

と

な

っ

た

安

全

文

化

を

確

立

し

て

い

る

こ

と

な

ど

が

評

価

さ

れ

、

今

回

の

受

賞

に

至

っ

た

。

同

社

グ

ル

ー

プ

は

安

全

と

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

を

基

盤

と

し

、

経

済

的

価

値

・

社

会

的

価

値

を

創

造

す

る

こ

と

に

よ

る

持

続

可

能

な

社

会

へ

の

貢

献

を

目

指

し

て

い

る

。

今

後

も

グ

ル

ー

プ

一

丸

と

な

り

安

全

に

対

す

る

さ

ら

な

る

意

識

向

上

と

活

動

の

充

実

を

図

っ

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 

☆

出

光

興

産

、

生

物

防

除

剤

を

新

発

売

、

野

菜

類

の

害

虫

防

除

に

貢

献 

 

出

光

興

産

は

こ

の

ほ

ど

、

害

虫

の

天

敵

で

あ

る

カ

ブ

リ

ダ

ニ

を

利

用

し

た

生

物

防

除

剤

『

ス

ワ

マ

イ

ト

』

を

発

売

し

た

。
『

ス

ワ

マ

イ

ト

』

は

、

ピ

ー

マ

ン

や

キ

ュ

ウ

リ

な

ど

の

様

々

な

野

菜

類

の

果

実

や

花

、

葉

を

食

害

す

る

害

虫

（

ア

ザ

ミ

ウ

マ

類

、

コ

ナ

ジ

ラ

ミ

類

）

の

天

敵

で

あ

る

「

ス

ワ

ル

ス

キ

ー

カ

ブ

リ

ダ

ニ

」

を

利

用

し

た

、

環

境

に

安

全

で

、

人

に

も

安

心

な

生

物

防

除

剤

。

ま

た

害

虫

の

薬

剤

抵

抗

性

発

達

の

有

無

に

関

係

な

く

効

果

が

あ

る

。

生

産

者

は

、

ボ

ト

ル

に

封

入

さ

れ

た

『

ス

ワ

マ

イ

ト

』

を

株

上

や

葉

上

に

直

接

放

飼

す

る

だ

け

の

簡

単

な

作

業

で

、

長

期

間

、

効

率

的

に

ア

ザ

ミ

ウ

マ

類

や

コ

ナ

ジ

ラ

ミ

類

を

防
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－５－ 

除

で

き

る

。

同

製

品

は

、

グ

ル

ー

プ

会

社

の

出

光

ア

グ

リ

の

販

売

網

を

通

じ

て

全

国

の

代

理

店

に

販

売

さ

れ

る

。

出

光

興

産

は

今

後

も

、

環

境

に

や

さ

し

い

製

品

を

開

発

、

販

売

し

て

い

く

考

え

だ

。 

  
 

 
☆

中

外

、

コ

ロ

ナ

の

抗

体

医

薬

品

、

Ａ

＊

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｒ

と

共

同

研

究

開

始 

 

中

外

製

薬

は

こ

の

ほ

ど

、

同

社

グ

ル

ー

プ

の

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

研

究

拠

点

で

あ

る

中

外

フ

ァ

ー

マ

ボ

デ

ィ

・

リ

サ

ー

チ

（

Ｃ

Ｐ

Ｒ

）

が

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

科

学

技

術

研

究

庁

（

Ａ

＊

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｒ

）

と

と

も

に

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

（

Ｃ

Ｏ

Ｖ

Ｉ

Ｄ

‐

１

９

）

に

対

す

る

抗

体

医

薬

品

の

共

同

研

究

を

開

始

し

た

、

と

発

表

し

た

。

共

同

研

究

は

、

Ａ

＊

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｒ

の

関

連

機

関

で

あ

る

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

免

疫

学

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

（

Ｓ

Ｉ

ｇ

Ｎ

）

を

通

じ

、

シ

ニ

ア

主

席

研

究

員

Ｃ

ｈ

ｅ

ｎ

ｇ

‐

Ｉ

 

Ｗ

ａ

ｎ

ｇ

博

士

の

率

い

る

研

究

チ

ー

ム

に

よ

り

見

出

だ

さ

れ

た

治

療

薬

候

補

と

な

り

う

る

抗

体

に

関

す

る

も

の

。

リ

ー

ド

抗

体

は

多

様

性

の

高

い

人

工

ヒ

ト

抗

体

ラ

イ

ブ

ラ

リ

か

ら

取

得

さ

れ

て

お

り

、

Ｃ

Ｏ

Ｖ

Ｉ

Ｄ

‐

１

９

を

引

き

起

こ

す

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

に

対

す

る

中

和

能

を

示

し

て

い

る

。

Ｃ

Ｐ

Ｒ

は

、

抗

体

研

究

に

関

す

る

世

界

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

の

技

術

力

を

生

か

し

、

抗

体

の

最

適

化

を

進

め

、

独

自

の

抗

体

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

技

術

を

適

用

す

る

こ

と

で

、

開

発

候

補

抗

体

を

作

製

す

る

。

中

外

製

薬

の

奥

田

修

社

長

Ｃ

Ｏ

Ｏ

は

、

『

中

外

製

薬

は

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

り

世

界

の

医

療

と

人

々

の

健

康

に

貢

献

す

る

こ

と

を

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

し

て

い

る

。

抗

体

研

究

は

、

我

々

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

追

求

の

中

の

柱

で

あ

り

、

こ

れ

ま

で

革

新

的

医

薬

品

や

独

自

の

創

薬

技

術

を

生

み

出

し

て

き

た

』

と

し

た

上

で

、
『

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

流

行

は

、

人

類

が

過

去

数

十

年

に

直

面

し

た

様

々

な

危

機

の

中

で

、

最

も

深

刻

な

被

害

を

も

た

ら

し

て

い

る

。

Ａ

＊

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｒ

と

共

に

、

世

界

中

で

進

む

こ

の

脅

威

へ

の

対

応

の

一

助

と

な

る

べ

く

、

一

刻

も

早

く

臨

床

応

用

へ

の

可

能

性

を

拓

く

こ

と

を

目

指

し

尽

力

し

て

い

く

』

と

語

っ

た

。

な

お

、

Ａ

＊

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｒ

と

中

外

製

薬

は

、

グ

ロ

ー

バ

ル

ヘ

ル

ス

技

術

振

興

基

金

の

助

成

の

下

、

こ

れ

ま

で

に

デ

ン

グ

熱

に

対

す

る

共

同

研

究

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

実

施

し

て

い

る

。 

  
 

 

☆

Ｎ

Ｉ

Ｍ

Ｓ

と

産

総

研

、

エ

チ

レ

ン

高

感

度

・

高

選

択

モ

ニ

タ

リ

ン

グ 

 

物

質

・

材

料

研

究

機

構

（

Ｎ

Ｉ

Ｍ

Ｓ

）

と

産

業

技

術

総

合

研

究

所

（

産

総

研

）

は

こ

の

ほ

ど

、

植

物

ホ

ル

モ

ン

で

あ

る

エ

チ

レ

ン

を

常

時

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

で

き

る

小

型

セ

ン

サ

を

開

発

し

た

。

エ

チ

レ

ン

は

野

菜

や

果

物

の

熟

成

を

促

進

さ

せ

る

が

、

過

剰

に

あ

る

と

腐

敗

を

進

行

さ

せ

て

し

ま

う

。

同

セ

ン

サ

に

よ

っ

て

エ

チ

レ

ン

を

常

時

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

す

る

こ

と

で

、

野

菜

や

果

物

の

最

適

な

輸

送

・

保

存

管

理

が

可

能

と

な

り

、

食

べ

頃

の

調

整

や

フ

ー

ド

ロ

ス

の

削

減

な

ど

が

期

待

さ

れ

る

。

現

在

市

販

さ

れ

て

い

る

エ

チ

レ

ン

検

出

用

小

型

セ

ン

サ

の

多

く

は

、

高

温

状

態

（

二

百

～

三

百

℃

）

で

の

駆

動

が

必

要

で

あ

る

た

め

、

セ

ン

サ

表

面

の

活

性

は

高

く

、

ア

ル

コ

ー

ル

や

メ

タ

ン

と

い

っ

た

他

の

還

元

性

ガ

ス

分

子

と

も

反

応

し

て

し

ま

い

、

エ

チ

レ

ン

の

選

択

的

な

検

出

が

難

し

か

っ

た

。

同

セ

ン

サ

は

、

①

エ

チ

レ

ン

を

選

択

的

に

ア

セ

ト

ア

ル

デ

ヒ

ド

に

変

換

す

る

高

活

性

触

媒

（

Ｐ

ｄ

‐

Ｖ

２

Ｏ

５

‐

Ｔ

ｉ

Ｏ

２

）
、

②

ア

セ

ト

ア

ル

デ

ヒ

ド

と

反

応

し

て

酸

性

ガ

ス

（

Ｈ

Ｃ

ｌ

）

を

発

生

す

る

試

薬

（

Ｗ

ａ

ｃ

ｋ

ｅ

ｒ

反

応

）
、

③

酸

性

ガ

ス

を

高

感

度

に

検

出

す

る

単

層

カ

ー

ボ

ン

ナ

ノ

チ

ュ

ー

ブ

（

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｎ

Ｔ

）

修

飾

の

電

極

、

の

三

要

素

か

ら

な

り

、

エ

チ

レ

ン

を

選

択

的

か

つ

繰

り

返

し

高

感

度

で

検

出

す

る

こ

と

に

成

功

し

た

。

高

活

性

触

媒

は

、

エ

チ

レ

ン

を
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－６－ 

含

む

空

気

を

通

過

さ

せ

る

だ

け

で

㏙

レ

ベ

ル

の

エ

チ

レ

ン

を

ほ

ぼ

全

て

ア

セ

ト

ア

ル

デ

ヒ

ド

に

変

換

で

き

、

繰

り

返

し

利

用

可

能

。

低

温

（

四

十

℃

）

で

駆

動

す

る

た

め

、

低

消

費

電

力

で

あ

る

点

で

も

小

型

セ

ン

サ

に

適

し

て

い

る

。

発

生

し

た

酸

性

ガ

ス

は

、

半

導

体

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｎ

Ｔ

か

ら

電

子

を

引

き

抜

き

、

電

気

抵

抗

値

を

変

化

さ

せ

る

。

そ

の

感

度

は

、

一

㏙

の

エ

チ

レ

ン

に

対

し

て

電

流

変

化

率

約

一

〇

％

と

世

界

最

高

レ

ベ

ル

で

あ

り

、

わ

ず

か

〇

・

一

㏙

の

エ

チ

レ

ン

を

高

選

択

的

に

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

で

き

る

。

例

え

ば

、

バ

ナ

ナ

と

キ

ウ

イ

フ

ル

ー

ツ

の

熟

成

（

追

熟

）

に

用

い

ら

れ

る

エ

チ

レ

ン

の

濃

度

は

、

そ

れ

ぞ

れ

約

五

百

㏙

と

約

十

㏙

な

の

で

、

同

セ

ン

サ

で

十

分

に

対

応

可

能

。

ま

た

、

産

総

研

の

持

つ

半

導

体

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｎ

Ｔ

の

分

離

精

製

技

術

に

よ

り

、

僅

か

一

ｇ

の

Ｓ

Ｗ

Ｃ

Ｎ

Ｔ

か

ら

数

百

万

個

の

セ

ン

サ

が

作

製

で

き

る

。

高

活

性

触

媒

に

含

ま

れ

る

パ

ラ

ジ

ウ

ム

（

Ｐ

ｄ

）

も

、

一

セ

ン

サ

当

た

り

〇

・

八

㎎

程

度

な

の

で

、

コ

ス

ト

は

十

円

以

下

で

あ

る

。

同

エ

チ

レ

ン

セ

ン

サ

は

小

型

、

省

電

力

で

あ

り

、

情

報

（

ビ

ッ

ク

デ

ー

タ

）

を

集

積

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化

す

る

セ

ン

サ

デ

バ

イ

ス

を

低

コ

ス

ト

で

設

置

可

能

。

農

業

・

食

品

業

界

の

Ｓ

ｏ

ｃ

ｉ

ｅ

ｔ

ｙ

５

・

０

実

現

へ

の

取

り

組

み

を

推

進

す

る

。

さ

ら

に

、

別

の

高

活

性

触

媒

を

設

計

し

、

エ

チ

レ

ン

以

外

の

ガ

ス

分

子

に

対

応

す

る

小

型

セ

ン

サ

の

開

発

も

進

め

る

考

え

だ

。 

 

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

グ

ル

ー

プ

／

組

織

改

正

］
（

六

月

二

十

五

日

）

①

合

同

部

化

▽

「

秘

書

部

」
・
「

経

理

部

」
・
「

財

務

Ｉ

Ｒ

部

」
・
「

未

来

事

業

推

進

部

」

従

来

以

上

に

迅

速

な

意

思

決

定

・

機

動

的

な

業

務

執

行

を

実

現

し

、

抜

本

的

な

構

造

改

革

を

推

進

す

る

た

め

に

、

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

お

よ

び

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

経

営

を

一

体

化

し

、

実

質

的

な

事

業

持

株

会

社

と

し

て

運

営

す

る

こ

と

か

ら

、

管

理

部

門

を

合

同

部

と

す

る

。

な

お

、

合

同

部

化

に

あ

た

り

、

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

「

財

務

Ｉ

Ｒ

部

」

と

「

未

来

事

業

推

進

部

」

を

設

置

す

る

と

と

も

に

、

秘

書

室

の

名

称

を

「

秘

書

部

」

に

改

め

る

②

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

と

Ｊ

Ｘ

金

属

と

の

「

監

査

事

務

室

」

の

合

同

部

解

消

▽

Ｊ

Ｘ

金

属

の

事

務

所

移

転

に

伴

い

、

Ｊ

Ｘ

金

属

が

監

査

役

監

査

を

適

切

に

実

施

す

る

た

め

の

監

査

役

事

務

部

を

設

置

す

る

こ

と

か

ら

、

合

同

部

を

解

消

す

る

。 

 

［

旭

化

成

関

連

・

役

員

人

事

］
（

六

月

一

日

）
【

旭

化

成

ア

ミ

ダ

ス

】

▽

社

長

内

炭

広

志

▽

解

兼

社

長

、

代

表

取

締

役

会

長

橋

爪

宗

一

郎

【

旭

化

成

ア

サ

ク

リ

ン

ア

メ

リ

カ

ズ

】

※

六

月

一

日

付

社

名

変

更

（

旧

サ

ン

プ

ラ

ス

テ

ッ

ク

）

▽

社

長

冨

江

信

弘

▽

退

任

（

社

長

）

松

木

宏

【

旭

化

成

塑

料

（

常

熱

）

有

限

公

司

】

▽

董

事

長

山

口

伸

浩

▽

董

事

・

総

経

理

利

光

伊

知

朗

【

旭

ケ

ミ

テ

ッ

ク

】

▽

社

長

西

政

明

▽

退

任

（

社

長

）

宝

田

博

良

【

旭

小

津

】
（

六

月

十

八

日

）

▽

代

表

取

締

役

前

田

栄

作

▽

退

任

（

代

表

取

締

役

）

中

嶋

康

善

。 

 

［

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

グ

ル

ー

プ

・

役

員

人

事

②

］
（

六

月

二

十

五

日

）

▽

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

取

締

役

（

常

勤

監

査

等

委

員

）
、

Ｅ

Ｎ

Ｅ

Ｏ

Ｓ

監

査

役

（

常

勤

）

加

藤

仁

▽

同

社

同

（

同

委

員

）
、

同

社

同

（

同

）

太

内

義

明

▽

同

社

社

外

取

締

役

（

監

査

等

委

員

）

岡

俊

子

▽

退

任

（

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

取

締

役

（

常

勤

監

査

等

委

員

）

Ｊ

Ｘ

Ｔ

Ｇ

エ

ネ

ル

ギ

ー

監

査

役

（

非

常

勤

）
）

中

島

祐

二

▽

同

（

同

社

社

外

取

締

役

（

監

査

等

委

員

）
）

髙

橋

伸

子

▽

Ｊ

Ｘ

石

油

開

発

監

査

役

（

常

勤

）

藤

山

和

久

▽

Ｊ

Ｘ

金

属

監

査

役

（

常

勤

）

朝

妻

克

也

。 
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－７－ 

 

ＤＡＴＥ

ジャパン ＮＷＥ

2019年8月下旬 465 444 887 916 388 406 926 967 917 992 930 953 1183 1250 794 889 860 880

9月上旬 473 456 870 895 444 471 949 971 900 960 856 874 1190 1275 827 904 850 870

下旬 523 502 803 880 543 562 943 956 890 973 842 856 1180 1250 860 893 850 870

10月上旬 501 480 725 775 543 623 936 940 885 963 838 851 1110 1225 838 860 845 845

下旬 523 495 665 720 491 491 868 879 880 933 841 870 1030 1090 816 849 855 855

11月上旬 525 519 743 770 438 491 852 869 870 905 821 840 905 975 739 783 835 835

下旬 545 532 807 830 468 485 816 844 823 860 792 827 850 917 610 654 758 792

12月上旬 562 540 730 755 422 422 750 800 790 830 751 798 920 970 750 794 743 780

下旬 571 544 730 750 342 353 750 800 770 820 751 798 920 950 750 794 755 780

2020年1月上旬 572 541 765 780 370 381 750 800 815 870 817 845 920 950 860 882 760 783

下旬 540 520 830 857 406 441 819 844 853 933 882 898 943 970 886 930 777 790

2月上旬 484 472 740 803 342 364 800 833 730 828 878 901 885 925 937 1025 765 775

下旬 473 459 690 725 294 318 784 805 755 808 876 898 725 780 899 987 753 765

3月上旬 373 346 653 678 290 297 728 758 745 810 904 931 725 775 860 926 765 783

下旬 228 170 530 565 220 226 608 642 615 695 861 884 640 720 662 728 575 615

4月上旬 193 143 400 470 176 187 500 520 540 608 662 676 410 490 397 452 393 458

下旬 200 134 353 395 210 211 250 275 630 700 594 611 310 395 320 375 285 338

5月1週 235 185 450 490 201 270 250 275 700 720 551 564 310 400 287 309 215 215

ＵＳガルフ ＮＷＥアジア ＵＳガルフ ＮＷＥ アジア ＮＷＥ アジア

（単位：ドル／ｔ）

ナフサ エチレン プロピレン ブタジエン

世界のナフサ、オレフィンスポット価格動向
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－８－ 

 

ＤＡＴＥ

2019年8月下旬 669 670 768 768 653 655 684 685 697 698 725 725 977 978 915 927 900 943

9月上旬 698 699 734 772 664 666 696 696 699 700 694 695 1021 1022 910 921 895 975

下旬 724 725 772 772 680 682 771 771 678 699 730 730 989 990 914 925 980 1030

10月上旬 669 670 729 729 667 669 741 741 691 692 720 720 948 949 897 908 960 990

下旬 644 645 679 680 634 636 714 714 671 672 711 711 886 887 835 846 890 935

11月上旬 623 624 661 661 630 632 724 724 684 685 714 714 846 847 797 808 860 895

下旬 654 655 696 697 657 659 731 731 695 696 730 730 825 826 779 791 820 863

12月上旬 712 713 738 738 678 680 715 715 697 698 712 713 862 863 785 796 830 905

下旬 735 736 760 760 684 686 684 685 693 694 690 691 873 874 815 826 820 900

2020年1月上旬 733 734 775 775 689 691 706 707 701 702 687 688 868 869 819 830 835 915

下旬 714 715 782 782 667 669 731 731 676 677 731 731 888 889 831 842 907 983

2月上旬 668 669 780 780 591 593 726 726 605 606 717 717 806 807 774 785 900 980

下旬 639 640 732 732 587 589 712 713 603 604 714 714 788 789 759 771 835 915

3月上旬 571 572 661 662 505 507 578 578 547 548 575 575 765 766 684 695 785 845

下旬 371 372 361 361 328 330 335 335 392 393 335 335 561 562 432 443 685 750

4月上旬 296 297 316 316 274 276 287 288 363 364 302 302 567 568 422 433 575 630

下旬 327 328 257 258 296 298 292 292 410 412 322 322 568 569 517 523 615 740

5月1週 365 366 317 317 329 331 344 344 386 387 350 350 584 585 611 613 680 800

世界のＢＴＸ・ＳＭ・ＰＨスポット価格動向

アジア ＵＳガルフ

フェノール

アジア

(単位：ドル／ｔ）

アジア ＵＳガルフ

ベンゼン トルエン キシレン スチレンモノマー

アジア ＵＳガルフ アジア ＵＳガルフ


